
 

（様式３） 

 

 会 議 の 要 旨 （ 議 事 録 ）  

 

会議の名称 
第３０回鳥栖市地域公共交通会議  

第３０回鳥栖市地域公共交通活性化協議会 合同会議 

開 催 日 時 
令和元年 6月 26日（水） 

14：00～ 
開 催 場 所 市役所３階大会議室 

出 席 者 数 ２３人 傍 聴 人 数 １人 

議 題 

議案第１号 令和元年度路線バス及びミニバス等に関する事業計画（案） 

議案第２号 鳥栖市地域公共交通網形成計画策定スケジュール（案） 

議案第３号 令和２年度鳥栖市生活交通確保維持改善計画（案） 

 

報告 路線バス及び鳥栖市ミニバスの利用状況について 

配 布 資 料 

議案第１号 令和元年度路線バス及びミニバス等に関する事業計画（案） 

議案第２号 鳥栖市地域公共交通網形成計画策定スケジュール（案） 

議案第３号 令和２年度鳥栖市生活交通確保維持改善計画（案） 

 

報告 路線バス及び鳥栖市ミニバスの利用状況について 

所 管 課 （課名）国道・交通対策課   （電話番号）８５－３６０２ 

 

 

 

 

 



 

協 議 （ 議 事 ） 録 

議 題 第 30回鳥栖市地域公共交通会議及び第 30回鳥栖市地域公共交通活性化協議会 合同会議 

日 時 令和元年 6月 26日（木）14時 00分～15時 00分 

場 所 3階大会議室 

出席者 

<委員> 

井上委員、伊佐委員、橋本委員、中島委員（代理：櫻木氏）、髙松委員（代理：伊藤氏）、

多々良委員（代理：松尾氏）、本田委員（代理：松野氏）、江上委員（代理：平井氏）、大石

委員、藤委員、肥山委員、今村委員、野崎委員、岸川委員、杉野委員、松雪委員、岩永委

員（代理：石崎氏）、松原委員、三木委員 

<事務局> 

国道・交通対策課 4人 

 

≪結果≫ 

議案第１号 令和元年度路線バス及びミニバス等に関する事業計画（案）【承認】 

議案第２号 鳥栖市地域公共交通網形成計画策定スケジュール（案）【承認】 

議案第３号 令和２年度鳥栖市生活交通確保維持改善計画（案）【承認】 

 

≪意見等≫ 

 ○ 委員 

 ● 事務局 

【議 題】 

（議案第１号 令和２年度路線バス及びミニバス等に関する事業計画（案）について） 

 ○ バスの乗り方教室では小学生にバスの死角や乗り方を教えていただくなど、子供たちにとって非常に

良い勉強になったと思う。 

 

（議案第３号令和２年度鳥栖市生活交通確保維持改善計画（案）について） 

 ○昨年市民アンケートを実施したとのことだがアンケート結果から利用者減少の要因は見いだせるか。 

●路線バス及びミニバスへの不満や利用しない理由を尋ねる項目では自分で自家用車を運転できる、送

迎してもらっている、行きたい所にバスが走っていない、運行本数が少ないなどの回答が得られた。路

線バスの改善すべき点については運行本数、運行時間帯に関する回答が多かった。 

７５歳以上の女性の運転免許保有率は３割ほどだが６５歳～７４歳の女性で見ると８割近くが運転免

許を保有している。今後女性も運転免許を持つ人が増えていくと考えられ、それに伴い公共交通機関を

利用する人が減少する可能性がある。 

そのほかアンケートの結果で特徴的な部分をお話しすると、６５歳以上の半数以上が将来免許を返納

することを考えていると回答している。また、外出頻度を尋ねる項目で「ほぼ毎日外出する」と回答し

た人が６５歳～７４歳の約半数、７５歳以上でも４割近く居る。 

  

○ミニバス各路線沿線の地区人口（特に６５歳以上、７５歳以上などミニバスの利用主体の年齢層）を

調べたら今後役に立つと思う。 

●今後地区人口について調べたい。 



 

 

 ○最近高齢者の運転事故がニュースになることが多いため、免許返納が促されるかもしれない。 

●認知機能検査が強化された影響もあってか、佐賀県の平成２９年免許返納者数は２９８０人と前年の

平成２８年に比べて２倍以上になっている。免許返納した方々の移動をサポートする必要があるが、た

だ単に公共交通を充実させるだけではなく、病院の送迎バス、宅配スーパーなど総合的に考える必要が

ある。移動できず困っている人の中でも特にどの層をどうサポートしていくかを今後考えていく。 

 

○知人にバスの乗り方が分からない人がいる。また、高齢者にとって高齢者福祉チケットを買うことは

煩雑である。 

●乗り方が分からない人については連絡を頂ければ個別に対応、説明することも可能。また、高齢者福

祉チケットについては担当である社会福祉課と連携しながら考えたい。 

 

○分からないという声が出てからではなく、市の方が積極的に乗り方を教える機会を設けるべき。そう

することで利用者により優しく安心して乗ってもらえると思う。 

○県内の他の市町では老人クラブなどに職員が出向き乗り方を説明するケースもある。必ずしも利用に

結びつくとは限らないが、こうした地道な作業があってこそなので参考にしてほしい。 

 

 ●利用者が他の地区に比べて少ない旭地区の老人クラブ代表の方に、ミニバスの状況をお話しした。

関心を頂けた老人クラブについてはミニバスについての話をさせて貰うよう段取りをしている。 


